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• 平成30年4月 公共交通の検討を開始
• 平成30年6月～8月 第1回ワークショップ
• 平成30年12月 第2回ワークショップ
• 平成31年4月 住民アンケートの実施
• 令和2年1月 第3回ワークショップ
• 令和2年度 関係事業者と協議

コロナ禍により検討を休止
• 令和3年度10月～ 休止していた公共交通の検討を再開
• 令和3年12月～ ・地域による運行計画（案）の検討

令和4年5月 ・河内⾧野市・警察・運輸局等、関係機関と事前協議
• 令和4年7月 交通会議による実証運行の承認
• 令和4年11月1日～ 「上セブン号」の実証運行（12月28日まで）
• 令和5年3月 実証運行後の住民アンケートの実施
• 令和5年8月24日 勉強会の開催

◇彼方上地区でのこれまでの経過について

彼方上地区勉強会
（ワークショップ）の模様
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実証運行の結果を踏まえ、停留所位置や運行ルート等を
変更し、再度実証運行を行うことを目指している

1.彼方上地区



実証運行ルート

項目 内容

名称（愛称） 上セブン号（よみ：かみせぶんごう）

運行事業者 大阪第一交通株式会社

運行ルート 右図のルートを基本として運行

運行期間 令和4年11月1日～令和4年12月28日

料金 大人300円（小児は半額）

支払方法 現金を基本とする

定員を超えた
場合 別途、車両を追加して運行

1.彼方上地区

汐ノ宮駅

運行ルート

(北ルート)

(南ルート)
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◇前回の実証運行について



1.彼方上地区
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勉強会概要

項目 内容

日時 令和5年8月24日（木） 午前10時～午後0時頃

場所 富田林市立彼方小学校 多目的教室

出席者

近畿大学 柳原准教授
北川准教授

彼方上地区にお住まいの皆様
本市道路交通課

出席者数 約30名

開催内容
・前回の実証運行に対するアンケート結果の報告
・他地区での地域公共交通の事例報告
・次回の実証運行ルート案について

勉強会開催の様子



実証運行ルート案①

1.彼方上地区

汐ノ宮駅
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次回の実証運行ルート案① 滝谷不動駅

河内⾧野駅

運行ルート：
滝谷不動駅前⇔河内⾧野駅(往復)

所要時間：約24分（片道）
運行頻度：
1時間～1時間半あたり1往復

このルートのメリット：
・滝谷不動駅と河内⾧野駅の両方に行く
ことが可能

このルートのデメリット：
・本数が少ない
・汐ノ宮駅を経由しない



実証運行ルート案②

1.彼方上地区

汐ノ宮駅
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次回の実証運行ルート案② 滝谷不動駅

河内⾧野駅

運行ルート：
汐ノ宮駅前⇔河内⾧野駅(往復)

所要時間：約24分（片道）
運行頻度：
1時間～1時間半あたり1往復

このルートのメリット：
・汐ノ宮駅と河内⾧野駅の両方に行く
ことが可能

このルートのデメリット：
・汐ノ宮駅と河内⾧野駅を発着地とす
る乗車の取り扱いに関して、協議に時
間がかかる可能性がある
・本数が少ない
・滝谷不動駅は経由しない



実証運行ルート案③

1.彼方上地区

汐ノ宮駅
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次回の実証運行ルート案③ 滝谷不動駅

河内⾧野駅

運行ルート：
河内⾧野駅⇔河内⾧野駅(環状)

所要時間：約28分（片道）
運行頻度：
1時間～1時間半あたり1往復

このルートのメリット：
・どの向きに乗っても河内⾧野駅に行く
ことが可能

このルートのデメリット：
・汐ノ宮駅と河内⾧野駅を発着地とする
乗車の取り扱いに関して、協議に時間
がかかる可能性がある
・他の2案に比べて若干所要時間が⾧く
なる



1.彼方上地区
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・彼方上地区内の停留所数をさらに追加してほしい。
・経費削減のため、曜日を絞って運行したり、予約して運行を行うデマンド型
の導入も検討してもよいのでは。
・実証運行後のアンケートにおいて、認知度が9割と非常に高いが、8割以上の
方が利用されていない結果のため、利用促進策の検討も合わせて必要である。
・フリー乗降が可能な地区は、できる限りフリー乗降を可能としたい。

勉強会で出た主な意見

・ルート案②で検討を進めていくことが、会合にて決定された。

⇒勉強会で出た意見、及びその後の会合での結論を踏まえ、ルート・運賃等の
運行内容等について、さらなる検討・協議を行っていきます。また、ルート
案に書かれている内容については、今後の検討により、変更が生じる可能性
があります。

その後の会合での検討内容



1.彼方上地区

実証運行事業者選定

運輸局に道路運送法第21条第2号に基づく認可手続

交通事業者

実証運行

今後の詳細なスケジュールについては、彼方上７町会まちづくり協議会、本市交通会議、交通事業者、
及び関係機関との協議により決定していく。

彼方上７町会まちづくり協議会、及び本市交通会議

彼方上７町会まちづくり協議会、及び本市交通会議
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前回の実証運行の効果検証や次回の実証運行のルート・運賃等の運行内容等について協議・運行の決定

彼方上７町会まちづくり協議会、及び本市交通会議

停留所名、及び愛称の決定
利用促進のためのPR・啓発活動
勉強会等の開催

彼方上７町会まちづくり協議会

8月24日開催の勉強会とその後の会合での結果を受け、ルート・運賃等の運行内容等について、さらなる
検討・協議を行う

彼方上７町会まちづくり協議会
◇今後について（予定）



2.南旭ヶ丘町地域

 主催：南旭ヶ丘町公共交通導入委員会
 活動地域：南旭ヶ丘町
 人口：1,012人（令和5年3月末時点）
 世帯数：460世帯 高齢化率：34.1％
 地域の特徴：鉄道駅や路線バスの停留所から離れている

南旭ヶ丘町地域
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南旭ヶ丘町地域



2.南旭ヶ丘町地域

• 令和4年10月 公共交通に関するアンケートの実施

• 令和5年3月 地域にて公共交通の勉強会の開催

• 令和5年4月 「南旭ヶ丘町公共交通導入委員会」設置

• 令和5年5月～8月 委員会の会議を複数回開催

• 令和5年9月23日 第1回勉強会(ワークショップ)を開催

（開催概要は、参考資料５ 南旭ヶ丘町地域第1回勉強会概要資料に記載）
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※地域では、勉強会の開催に合わせて広報誌の作成をしたり、
さらなるアンケート調査の実施も検討されており、町会内の
機運を高めるとともに、本格的に公共交通の導入に向けて検
討を進めていく



3.藤沢台七丁目地域

藤沢台七丁目
地域
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◇藤沢台七丁目地域でのこれまでの経過について

• 平成29年7月 勉強会開催の呼びかけを行う
その後、新青葉丘町会も合流し、「藤沢台七丁目地域」として検討

• 平成30年1月～2月 第1回ワークショップ
• 平成30年3月 住民アンケートの実施
• 平成30年5月 第2回ワークショップ
• 平成30年7月 第3回ワークショップ
• 平成30年10月 「藤沢台七丁目地域公共交通促進対策協議会」を設置
• 平成30年11月 河内⾧野市楠ヶ丘乗合タクシー「くすまる」視察
• 平成31年2月 「ふじなな情報誌」創刊
• 令和元年6月 乗合タクシー愛称公募
• 令和元年11月～12月 乗合タクシー体験乗車実施
• 令和2年度～ 新型コロナの影響により取り組みを休止
• 令和5年4月 取り組みを再開



3.藤沢台七丁目地域
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藤沢台七丁目地域勉強会
（ワークショップ）の模様

藤沢台七丁目地域の啓発活動
「ふじなな情報誌」



• 乗合タクシー体験乗車について

乗合タクシー体験乗車ルート

3.藤沢台七丁目地域

項目 内容

名称（愛称） ひまわり便

運行事業者 大阪第一交通㈱

車両 セダン型タクシー

運行ルート
右図赤色のルートで運行。
往路：さえずり駐車場⇒金剛駅
復路：金剛駅⇒さえずり駐車場

運行日数 令和元年11月～12月の期間内で計6日間

料金 タクシー料金を乗り合わせた人数で
等分して負担
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